
＜お詫びと訂正＞ 

2017 年 12 月 3 日実施、小５第４回統一合判の理科におきまして、解説文に誤りが 

ありました。以下に正しい解説文を掲載させていただきます。 

 

４ もののとけ方についての問題 

（8）表により、80 ℃ の水が100g あるときには、38.0g の食塩がとけて、100 ＋ 

38 ＝ 138(g)の飽和食塩水になります。水の量を変えると、とける固体の量もそれ

に比例して変わるため、水温が変わることがなければ飽和食塩水の濃さは変わりま

せん。このことにより、138g の飽和食塩水の中に38g の食塩がとけているとき

は、同じ濃さの飽和食塩水100g 中には、38 × 
100

138
 ＝ 27.5 … より 28(g)の食塩

がとけていることになります。 

 

 

受験生及び保護者、関係者の方々に多大なご迷惑をおかけしたことを深く反省し、

お詫びするとともに、今後このようなことが起こらないよう作問業務のチェック 

体制を徹底し、再発防止に万全を期す所存でございます。 

 

 

株式会社 首都圏中学模試センター 
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【解　説】

2（1）　（円周）

18×2×3.14＝113.04（cm）

（2）　（正多角形の内角）

正ｎ角形の１つの外角の大きさは、360÷ｎなので、

正十角形の１つの外角の大きさは、360÷10＝36（度）

よって、１つの内角の大きさは、180－36＝144（度）

（3）　（正多角形の対角線の本数）

正ｎ角形の対角線の本数は、（ｎ－3）×ｎ÷2なので、

正十二角形の対角線の本数は、（12－3）×12÷2＝54（本）

（4）　（約数の和）

72の約数は、1,2,3,4,6,8,9,12,18,24,36,72の12個で、この和は

1＋2＋3＋4＋6＋8＋9＋12＋18＋24＋36＋72＝195

（5）　（差集め算）

Ａ君が20円ずつ、Ｂ君が15円ずつなので、１日あたりの差は　20－15＝5（円）

よって、300÷5＝60（日目）

（6）　（場合の数）

１人目の選び方が３通り、２人目の選び方が２通り、３人目の選び方が１通りなので、

3×2×1＝6（通り）

（7）　（約束記号）

【7，2】×【6，5】＝｛（7＋2）×（7－2）｝×｛（6＋5）×（6－5）｝＝9×5×11×1＝495

3 　（円とおうぎ形）

（1）　半径８cmの円の面積は　8×8×3.14＝200.96（cm2）

（2）　右上と左下、それぞれを求めると、

右上　8×8×3.14× 90
360 －2×2×3.14× 180

360 ×2＝37.68（cm2）

左下　8×8×3.14× 90
360 －4×4×3.14× 180

360 ＝25.12（cm2）

よって、　37.68＋25.12＝62.8（cm2）

（3）　弧
こ

と直線に分けて考えると、

ア 半径８cmの弧２つ分　8×2×3.14× 90
360 ×2＝25.12（cm）

イ 半径４cmの弧　4×2×3.14× 180
360 ＝12.56（cm）

ウ 半径２cmの弧２つ分　2×2×3.14× 180
360 ×2＝12.56（cm）

エ 直線部分　　　8×2＝16（cm）

よって、　25.12＋12.56＋12.56＋16＝66.24（cm）
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4 　（旅人算）

（1）　2.4km→2400ｍ　2400÷200＝12（分）…ゆうき君がＡ地点からＢ地点まで移動するのに

かかった時間

Ｂ地点で５分間休けいしたので、　12＋5＝17（分後）

（2）　17分でたかし君の進んだ距
きょ

離
り

は　120×17＝2040（ｍ）

よって、　2400－2040＝360（ｍ）

（3）　ゆうき君がＢ地点を出発した後、二人の間の距離は１分あたり120－100＝20（ｍ）ずつち

ぢまるので、同時にＣ地点につくのは、360÷20＝18（分後）

よって、　2400＋100×18＝4200（ｍ）→4.2（km）

5 　（売買損益算）

（1）　４割
わり

の利
り

益
えき

→原
げん

価
か

の1.4倍なので、

　300×1.4＝420（円）

（2）　仕入れた800個
こ

のうち120個が売れ残ったので、定価で売れた分の売り上げは、

　420×（800－120）＝285600（円）

定価の４割引き（定価の0.6倍）で100個売れたので、４割引きで売れた分の売上げは、

　420×0.6×100＝25200（円）

よって、これまでの売り上げは　285600＋25200＝310800（円）

（3）　仕入れ額
がく

は、　300×800＝240000（円）

利益が75000円になる売上額は、　240000＋75000＝315000（円）

（2）より、残りの金額は、　315000－310800＝4200（円）

売れ残っているのは、　120－100＝20（個）なので、

１個あたりのねだんは　4200÷20＝210（円）

6 　（正方形と正三角形）

（1）　角ｘは正方形と正三角形の１つの内角の差なので、

　90－60＝30（度）

（2）　三角形ABEは辺ABと辺EBの長さが等しい二等辺三角形な

ので、

　（180－30）÷2＝75（度）

（3）　角BAE＝角BEA＝75（度）、角BACは90÷2＝45（度）

よって、角EAFは　75－45＝30（度）

角AFEは　180－（30＋75）＝75（度）

角AFE＝角AEF＝75（度）なので、
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三角形AEFは辺AE＝辺AFの二等辺三角形。

三角形AEDを頂
ちょう

点
てん

Eから辺ADに引いた垂
すい

線
せん

で二等分して、

右半分を図のように移動させた三角形AEGは三角形AEF

と形も大きさも同じです。

辺AFを底辺としたときの高さが10× 1
2 ＝5（cm）なので、

三角形AEFの面積は、　10×5÷2＝25（cm2）

よって、三角形ADEの面積も25cm2。

7 　（場合の数）

（1）　２層
そう

になるのは右の表のようにＡが１層目になる場合

と２層目になる場合の２通り。

（2）　ＡとＢ、ＢとＣ、ＣとＤ、ＤとＥのそれぞれについて、

どちらが上になるかが２通りずつなので、

　2×2×2×2＝16（通り）

（3）　Aが１層目なので、Ｂも２層目に決まります。

そこで、Ｃの位置で場合分けしてみます。

Ｃが１層目のとき…　Ｄは２層目

　　　　　　　　　　Ｅは１層目か３層目の２通り

Ｃが３層目のとき…　Ｄは２層目か４層目

ＥはＤが２層目のとき、１層目か３層目

　　Ｄが４層目のとき、３層目は５層目の４通り

よって、　2＋4＝6（通り）

8 　（数の性質）

（1）　この図は下の段
だん

の数が上の段の２つの数

の和になっています。このような数のな

らびはパスカルの三角形とよばれ、様
さま

々
ざま

な特
とく

徴
ちょう

のある数がならんでいて、とても

おもしろい三角形です。

上から７段目の右から４番目は、図の空

らんになっているところです。

A
30°

Ｆ

E

10cm

A B C D E
１層 ○ ○ ○
２層 ○ ○

A B C D E
１層 ○ ○ △
２層 ○ ○
３層 △

A B C D E
１層 ○ ※
２層 ○ △
３層 ○ ※※
４層 △
５層 ※

A B C D E
１層 ○ ○
２層 ○ ○ ○

1 7 21 35 35 21 7 1
1 6 15 15 6 1
1 5 10 10 5 1
1 4 6 4 1
1 3 3 1
1 2 1
1 1
1

算数─解答と解説



上の段の二つの数は10と10なので、　10＋10＝20

（2）　パスカルの三角形は各段の数に次のような特徴があります。

　１番はしの数　…　すべて１

　はしから２番目の数　1，2，3，4，5，6，7…　→　自然数の数列

　はしから３番目の数　1，3，6，10，15，21，…　→　自然数の和の数列

上から10段目の右から３番目の数は、自然数の８番目までの和になるので、

　1＋2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＝（1＋8）×8÷2＝36

（3）　はしから４番目の数は、はしから３番目の数の和になっているので、次のように整理す

ると、

上から15段目の右から４番目の数は、右から４番目の数だけで考えると、

15－3＝12（番目）なので364になります。

（参考）次のようなたて12本、よこ４本のマス目状の道をＡからＢまで遠回りしないで
4 4 4 4 4 4 4

行

くときの行き方を考えます。

　Ａから各交差点まで何通りの行き方があるかを記入してみると、

この各交差点にならんだ数はパスカルの三角形にならんだ数と同じであることがわかり

ます。そこで、ＡからＢまでの行き方を計算で求めます。

ＡからＢまでは、右に11回、下に3回移動します。そこで「右」11個と「下」３個を１列に

並べるときのならべ方が何通りあるかを考えれば良いことになります。

これは14個のうち「下」３個をどこにするかを決めればよいので、14個から３個を選ぶ選

び方が何通りになるかと同じです。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
1 3 6 10 15 21 28 36 45 55 66 78 91
1

はし
2番目
3番目
４番目 4 10 20 35 56 84 120 165 220 286 364
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１つ目の「下」の選び方が14通り、２つ目が13通り、３つ目が12通りなので、

　14×13×12＝2184（通り）

このうち、３つの「下」は同じだから、入れ替えても同じになります。

したがって、3×2×1＝6（回）だぶって数えていることになるので、

　2184÷6＝364（通り）
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【解　説】
1　関東地方に関する問題
問１　霞

かすみ

ヶ
が

浦
うら

は茨
いばら

城
き

県南東部に広がる面積
約168.2km2の日本で２番目に広い湖です。
正式には西浦、北浦、外

そと

浪
な

逆
さか

浦
うら

、常
ひたち

陸利
根川などを総

そう

称
しょう

して霞ヶ浦と呼
よ

びます。
問２　茨城県の県

けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の水戸市は、
2017年４月現

げん

在
ざい

で人口約27万人の都市
です。
問３　茨城県のにんじん生産量は都道府県
別で第５位です。茨城県はピーマン、メ
ロン、れんこんの他にはくさいの生産量
も全国１位となっています。2014年の
茨城県の農業産

さん

出
しゅつ

額
がく

は北海道に次ぐ約
4292億円となっています。
問４　偕

かい

楽
らく

園
えん

は徳
とく

川
がわ

御三家のひとつ、水
み

戸
と

藩
はん

第９代藩主である徳川斉
なり

昭
あき

によってつ
くられた日本三名園の１つです。後

こう

楽
らく

園
は岡山県岡山市に、兼

けん

六
ろく

園は石川県金沢
市に、六

りく

義
ぎ

園は東京都文京区にあります。
問５　那

な

須
す

野
の

原
はら

は栃
とち

木
ぎ

県北部にある標高
150m ～ 500m程

てい

度
ど

の台地で、広さは約
400km2あります。扇

せん

状
じょう

地
ち

のため水を得
ることが難

むずか

しく荒
あ

れ地が広がっていまし
たが、明治18年に那須疏

そ

水
すい

が建
けん

設
せつ

され
たことにより開

かい

拓
たく

が進み、現在では米の
生産や酪

らく

農
のう

が盛
さか

んに行われる地
ち

域
いき

となっ
ています。笠

かさ

野
の

原
はら

は鹿
か

児
ご

島
しま

県、牧ノ原は
静
しず

岡
おか

県、三本木原は青森県にあります。
問６　乳

にゅう

用
よう

牛
ぎゅう

は東京への牛乳の出荷を目的
として、栃

とち

木
ぎ

県や群
ぐん

馬
ま

県など首
しゅ

都
と

圏
けん

でも
多く飼

し

育
いく

されています。肉用牛は北海道、
鹿児島県、宮

みや

崎
ざき

県、熊
くま

本
もと

県の順、豚
ぶた

は鹿
児島県、宮崎県、千葉県、北海道の順、
採
さい

卵
らん

鶏
けい

は茨城県、千葉県、鹿児島県、岡
山県の順です。
問７　栃木県日光市にある東照宮は、徳川
家康を祀る神社で、江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

３代将
しょう

軍
ぐん

の
徳川家光の時に大

だい

規
き

模
ぼ

な造
ぞう

営
えい

が行われ、
現在見られるような権

ごん

現
げん

造
づくり

の豪
ごう

華
か

な社
しゃ

殿
でん

が完成しました。17世紀前半に造営さ
れた本殿入口にある陽明門は、建物全体
が極
ごく

彩
さい

色
しょく

の彫
ちょう

刻
こく

で覆
おお

われているため、一
日中見ていても飽

あ

きない、というところ
から日

ひ

暮
ぐらし

御
ご

門
もん

とも呼ばれています。陽明
門は、「日光の社寺」として世界遺

い

産
さん

に
登録されています。アは東大寺南大門、
ウは首

しゅ

里
り

城
じょう

にある守礼門、エは法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

中
門です。
問８　群馬県の名前の由来は、飛鳥時代に
現在の群馬県内に車

くるまの

評
こおり

と呼ばれる地
ち

域
いき

が
あり、奈良時代になるとそれが群

くる

馬
ま

郡に
改められたことが起

き

源
げん

とされています。
問９　関東内陸工業地域は、東北自動車道
や関
かん

越
えつ

自動車道が開通したことにより製
せい

品
ひん

などの輸
ゆ

送
そう

が便利になって一
いっ

層
そう

発
はっ

展
てん

し
ました。アは自動車工業などの機械工業
が盛んなことから中京工業地帯、イは食
料品や機械工業の割合が高いことから関
東内陸工業地域、ウは阪

はん

神
しん

工業地帯、エ
は化学工業の割合が高いことから京葉工
業地域です。
問10　浅間山の北側の麓

ふもと

にある群馬県嬬
つま

恋
ごい

村では、夏でも涼
すず

しい気候を利用した
キャベツなどの抑

よく

制
せい

栽
さい

培
ばい

が盛んです。鳥
ちょう

海
かい

山は大部分が山形県、阿
あ

蘇
そ

山は熊本県、
大
だい

山
せん

は鳥取県にある火山です。
問11　群馬県西部の下

しも

仁
に

田
た

町周辺ではこ
んにゃくいもの生産が盛んです。2014
年で見るとこんにゃくいもの生産は群馬
県が約97％を占

し

めています。
問12　群馬県にある世界遺産登録地は
「富

とみ

岡
おか

製糸場と絹
きぬ

産業遺産群」で、2014
年に登録されました。
問13　さいたま市にある大宮駅は東北新

しん

幹
かん

線
せん

と上
じょう

越
えつ

新幹線の分
ぶん

岐
き

点
てん

となっている
駅で、両新幹線以外に、北陸新幹線や秋
田新幹線、山形新幹線、北海道新幹線も
乗り入れています。
問14（１）東京都の土地利用は森林が第１
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位となっていて、以下宅
たく

地
ち

、道路等、原野、
公園等、農用地、水面と続きます。森林
は東京都の西部に多く分

ぶん

布
ぷ

しています。
　（２）2015年の調査によると全国には
779の大学ありますが、そのうち東京都
にある大学が137、以下大

おお

阪
さか

府55大学、
愛知県50大学、兵庫県38大学と続きま
す。食料品工業の事業所数は北海道、兵
庫県、愛知県、静岡県の順、清酒製

せい

成
せい

量
りょう

は兵庫県、京都府、新
にい

潟
がた

県、埼
さい

玉
たま

県の順、
製
せい

造
ぞう

品
ひん

出荷額は愛知県、神
か

奈
な

川
がわ

県、大阪
府、静岡県の順になります。
問15　成田国際空港の地域別輸

ゆ

入
にゅう

額を金
額で見た場合は、中国が約３兆811億円、
EUが約３兆261億円、アメリカが約
２兆6298億円、ASEANが約１兆3027億
円となります。
問16　房

ぼう

総
そう

半島は千葉県の大半を占める半
島です。東京湾

わん

に面した地域が内
うち

房
ぼう

、太
平洋に面した地域が外

そと

房
ぼう

と呼ばれます。
半島の南

なん

端
たん

の南房総市では冬でも温
おん

暖
だん

な
気候をいかした花の栽培が盛んです。
問17　ａは小田原市、ｂは相

さがみ

模原
はら

市、ｃは
鎌
かま

倉
くら

市、ｄは横
よこ

須
す

賀
か

市、ｅは横
よこ

浜
はま

市、ｆ
は川

かわ

崎
さき

市です。神奈川県の政
せい

令
れい

指定都市
は人口の多い順に横浜市、川崎市、相模
原市の３市です。神奈川県は最も政令指
定都市が多い都道府県となっています。

2　東北地方に関する問題
問１　奥

おう

羽
う

山脈は、青森県から福島県にか
けて東北地方の中央部を南北に延びる山
脈です。
問２（１）阿

あ

武
ぶ

隈
くま

川は那
な

須
す

岳
だけ

付近に水
すい

源
げん

を
発し、郡山盆

ぼん

地
ち

や福島盆地を流れて宮
みや

城
ぎ

県の岩
いわ

沼
ぬま

市付近で太平洋に注ぐ全長約
239kmの川です。米代川は秋田県能

の

代
しろ

市
で、雄

お

物
もの

川は秋田県秋田市で、最上川は
山形県酒田市でそれぞれ日本海に注いで
います。
　（２）北上川が流れているのは仙

せん

台
だい

平野

です。北上川は岩手県に水源を発し、北
上盆地や宮城県を流れて太平洋に注ぐ、
全長約250kmで東北地方最大の川です。
問３　リアス海岸は岬

みさき

と入
い

り江
え

が鋸
のこぎり

の歯
のように並

なら

んでいる海岸です。リアスと
はスペイン語で入り江を意味するリアの
複数形です。リアス海岸は湾

わん

口
こう

に比
くら

べて
奥が狭

せま

い構
こう

造
ぞう

のため、浸
しん

入
にゅう

してきた津
つ

波
なみ

の波高が増
ま

しその結果沿
えん

岸
がん

の被
ひ

害
がい

が大き
くなります。
問４　八郎潟は、かつては面積が約223km2

と琵
び

琶
わ

湖に次ぐ面積の湖でした。1957
年から干

かん

拓
たく

が開始され1964年に完成し
大
おお

潟
がた

村がつくられました。大潟村では北
ほく

緯
い

40度の緯線と東経140度の経線が交わ
っています。嬬

つま

恋
ごい

村は群馬県、六ヶ所村
は青森県、東海村は茨城県にあります。
問５　やませは、夏に東北地方の太平洋側
などに北東から吹

ふ

く低温多
た

湿
しつ

な風で、海
に面した平野に濃

のう

霧
む

を発生させるため、
吹き続けると冷害の原因となります。東
北地方だけでなく、北海道や関東地方の
太平洋側にも吹くことがあります。
問６　山形県の2014年の果物の産出額は
約642億円で、都道府県別では青森県に
次いで第２位、全国の約8.4％を占めて
います。
問７　天然の三大美林とは東北地方の津

つ

軽
がる

のひば、秋田のすぎ、中部地方の木
き

曽
そ

の
ひのきのことです。東北地方の白神山地
ではぶなの原生林が見られることから世
界遺産に登録されています。
問８　カラフトマスはサクラマスとも呼

よ

ば
れ、回遊したあと主としてオホーツク海
と根

ね

室
むろ

海
かい

峡
きょう

に流入する川で産
さん

卵
らん

します。
田沢湖は第二次世界大戦前に、酸

さん

性
せい

度
ど

の
高い川の水を流入させる工事を行ったた
め、多くの生物が絶

ぜつ

滅
めつ

した歴史を持ちま
す。復

ふく

元
げん

工事が行われている現在でも、
中
ちゅう

層
そう

から深
しん

層
そう

にかけての水は酸性度が高
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いままです。
問９　2013年の水

みず

揚
あげ

量
りょう

は、青森県八戸港が
９万６千トンで全国第５位、以下宮城県
石
いしの

巻
まき

港が８万６千トンで第９位、宮城県
気
け

仙
せん

沼
ぬま

港が６万１千トンで第12位となっ
ています。岩手県宮古港も約３万８千ト
ンの水揚げがある有数の漁港です。
問10　アの筆は広島県熊

くま

野
の

町などで生産
されている伝

でん

統
とう

的
てき

工芸品です。イの宮城
伝統こけしは宮城県大崎市などで、ウの
曲げわっぱは秋田県大

おお

館
だて

市で、エの将
しょう

棋
ぎ

駒
こま

は山形県天童市で生産されている伝統
的工芸品です。
問11　岩手県の県庁所在地にある盛

もり

岡
おか

駅
は、駅を通る上下の全ての新幹線が停車
します。東北新幹線で全ての列車が停車
する駅は、起終点を除

のぞ

くと大宮駅と仙台
駅と盛岡駅の３駅で、いずれも乗

じょう

降
こう

客
きゃく

数
すう

が多かったり、地域の中心となっている
駅です。
問12　アは宮城県松島湾で、ウの天

あまの

橋
はし

立
だて

、
広島県宮島とともに日本三景のひとつと
なっています。イのねぶたは青森市など
で８月上

じょう

旬
じゅん

に行われる祭りで、鬼
おに

や武
ぶ

士
し

などをかたどった山
だ

車
し

が町中を進みま
す。エの竿

かん

灯
とう

は秋田市で８月３日から４
日間にわたり開かれる祭りで、多くの提

ちょう

灯
ちん

をつけた長い竹竿を手のひらや腰
こし

など
で支える技を披

ひ

露
ろう

します。ウの天橋立は
京都府にある砂

さ

州
す

です。
3　北海道地方に関する問題
問１　北海道地方は北方領

りょう

土
ど

を除くと約
７万8421km2あり、北方領土を除いた全
国の総

そう

面
めん

積
せき

が約37万2925km2ですから、
約21％となります。
問２　札幌市は2017年４月現在で人口約
196万人の、北海道唯

ゆい

一
いつ

の政令指定都市
です。
問３（１）アイヌは北海道などの先住民族で、
北海道にはアイヌ起源の地名が数多くあ

ります。北海道の開拓が始まった江戸時
代末

すえ

頃
ころ

から同化を強いられ、現在では北
海道内に約２万人が居

きょ

住
じゅう

しています。
　（２）ポロ・ナイ（大きな川）からつけ
られた幌内には北海道最古の炭鉱があり
ましたが、1989年に閉山しました。北
海道には、サット・ポロ（乾

かわ

いた大きい
土地）からつけられた札幌、ヤムワッカ
ナイ（冷たい飲み水の川）からつけられ
た稚

わっか

内
ない

、ヌプル・ペッ（色の濃
こ

い川）か
らつけられた登別など、多くのアイヌ語
由来の地名があります。
問４　中国では漢字を簡

かん

略
りゃく

化
か

した簡
かん

体
たい

字
じ

、
台
たい

湾
わん

と香
ほん

港
こん

では簡略化前の漢字である繁
はん

体
たい

字
じ

、韓
かん

国
こく

ではハングルが使用されてい
ます。ウはタイで使用されているタイ文
字で、カンボジアで使用されているクメ
ール文字を改良した、ひらがなと同じ表
音文字です。
問５　じゃがいもは十勝平野を中心に生産
されています。北海道のピーマンの生産
量は都道府県別で第７位、なすはインド
原産の暖

あたた

かい気候を好む作物で、北海道
の都道府県別生産量は全国で第47位とな
っています。てんさいは砂

さ

糖
とう

大根、ビー
トとも呼

よ

ばれ冷
れい

涼
りょう

な気候を好む作物で、
ほぼ全量が北海道で生産されています。
問６　流氷は、ロシアや中国などを通るア
ムール川などから流れ込んだオホーツク
海の海水の表層をシベリアからの冷たい
季節風が凍

こお

らせたもので、北海道の周辺
では主にオホーツク海で見ることができ
ます。網

あ

走
ばしり

や紋
もん

別
べつ

などのオホーツク海沿
岸には、毎年１月下旬から流氷が流れ着
きます。
問７　石

いし

狩
かり

平野ではかつては泥
でい

炭
たん

地
ち

と呼ば
れる水はけが悪く酸

さん

性
せい

が強いため作物が
できない土地が広がっていましたが、他
から良

りょう

質
しつ

な土を入れて耕
こう

地
ち

を改良する客
土を実

じっ

施
し

し、現在では北海道の稲
いな

作
さく

の中
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心地となりました。あは天
て

塩
しお

平野、うは
十勝平野、えは根釧台地で冷涼であった
り火

か

山
ざん

灰
ばい

土
ど

が広がっているなどの理由か
らいずれも稲作は行われていません。
問８　きの知

しれ

床
とこ

半島はオホーツク海に突
つ

き
出た半島で、原生林やヒグマなどを始め
とする豊

ゆた

かな生
せい

態
たい

系
けい

が見られることなど
から、2005年に「知床」として世界遺
産に登録されました。おの渡

お

島
しま

半島は北
海道の南西部にある半島で、津軽海峡に
突き出ていて、中心都市は函

はこ

館
だて

市です。
かの積

しゃこ

丹
たん

半島は北海道の西部にある日本
海に突き出た半島です。くの根室半島は
北海道の東

とう

端
たん

がある、太平洋と根室湾を
分ける半島です。
問９　サロマ湖は北海道東部にある潟

せき

湖
こ

で、面積が約151km2と北海道で最大、
全国で３番目に大きい湖です。砂州によ
りオホーツク海と隔

へだ

てられていて、周辺
は出入りの少ない単調な海岸線となって
います。カルデラ湖には十和田湖など、
せき止め湖には河口湖など、断

だん

層
そう

湖には
諏
す

訪
わ

湖などがあります。
問10　こは稚

わっか

内
ない

空港、さは女
め

満
まん

別
べつ

空港、
しは帯広空港、すは新

しん

千
ち

歳
とせ

空港です。東
京羽田空港と新千歳空港の間の輸

ゆ

送
そう

量
は、国内の航空路線としては最大の年間
約891万人となっています。
問11　せ～ちの湖はいずれも火山の中央
部が陥

かん

没
ぼつ

するなどの原
げん

因
いん

で形成された、
大きなすり鉢

ばち

状
じょう

の窪
くぼ

地
ち

であるカルデラに
水がたまってできた湖です。
問12　大雪山国立公園は北海道の中央部
にある、東京都よりも大きい国立公園で
す。公園内には北海道の最

さい

高
こう

峰
ほう

でもある
旭
あさひ

岳
だけ

や十勝岳などの山々や、石狩川の源
げん

流
りゅう

域
いき

などがあります。
問13　2015年の釧

くし

路
ろ

港の魚種別取
とり

扱
あつかい

数
すう

量
りょう

は、すけとうだら、いわし、さば、いか
の順です。すけとうだらは底引き網

あみ

など

で漁
ぎょ

獲
かく

され、卵
たまご

からたらこや辛
から

子
し

明太子
がつくられます。
問14　稲

いね

は本来熱帯の作物でしたが、明
治以来の品種改良の結果北海道でも生産
されるようになりましたが、道東や道北
地方は稲の生育時期である夏の気温が低
いため、現在でも稲の栽培は行われてい
ません。
問15　（１）エのさっぽろ雪まつりは、札
幌市の大

おお

通
どおり

公園などで２月に行われる祭
りで、1950年に始まりました。多くの
雪
せつ

像
ぞう

がつくられ期間中に約260万人近く
の人が訪

おとず

れます。アのかまくらは秋田県
横手市で、イのなまはげは秋田県男

お

鹿
が

市
で行われる祭りです。ウの会津絵ろうそ
く祭りは福島県会津若松市で行われる祭
りで、伝統的工芸品の会津絵ろうそくが
市内各所に灯

とも

る祭りです。
　（２）１日の最高気温が０℃未満の日を
真冬日といいます。札幌市では2015年
～ 2016年にかけて、43日の真冬日を観
測しました。阿寒湖畔など内陸の地域で
は、年間80日以上の真冬日を観測する
場所が多数見られます。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点

2問５
「名前」の解答が不正解の場合、「理
由」の解答は内容の如何に関わらず、
不正解となります。

社会─解答と解説



小学5年  理科  ── 解答と解説

1

2

（4） （5）

24 25

4

（1） （2） （3）

28 29 （完答）30

（4） （5） （6）

（完答）31 （完答）32 （完答）33
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る か ら 。

理科─解答と解説



1

2

（4） （5）

24 25

4

（1） （2） （3）

28 29 （完答）30

（4） （5） （6）

（完答）31 （完答）32 （完答）33

（1） （2） （3）

39 40 41

（4） （5） （6）

42 43 44

（2） （3） （4） （5）

35 36 37 38

34

（1）

（6）

26 27

（1） （2） （3）

21 （完答）22 23

日

① ②

3

□1　（6）各2点×2＝4点
　　他各4点×5＝20点
□2　各4点×6＝24点
□3　各4点×5＝20点
□4　各4点×8＝32点

計100点

（配点）

（8）（7）

45 46

g

時　　　　分

g

g ％ g

g

エ イ

地面 空気

百葉箱
ひゃくようばこ

ア・オ 2

フィラメント C エ

イ ア・ウ なし

エ ウ 53.7

203.7 28 11

エ 11　　15 根室市 イ

21 28

地 球 が 自 転 し て い

る か ら 。

理科─解答と解説



【解　説】

1　気温と地温の変化についての問題

（1）図１にえがかれた箱は百葉箱とよば

れ、校庭のすみや花だんの近くなどに設

置されていて、中に気温を測るための温

度計などが入っています。

（2）百葉箱の下には、地面からの照り返し

の熱を防ぐために芝生や草が植えてある

ことが多くなっています。温度計を真横

から見て正確に読み取ることができ、地

熱の影響を防ぐために、温度計の高さは

1.2m〜1.5mにするのが適当です。百葉

箱のとびらが北向きについているのは、

とびらを開けたときに温度計に直射日光

が当たらないようにするためです。金属

は熱を伝えやすいため、百葉箱の材質に

は適しておらず、熱を中に伝えにくくす

るために木材で作られており、外側は白

くぬられています。百葉箱の側面は、よ

ろい戸とよばれる雨や雪などは入れずに

風通しをよくするしくみになっていて、

内部にある温度計の球部に十分外気が当

たるようになっています。

（3）１日中よく晴れている状態では、昼に

は太陽光線が地表によく届いて地温が上

昇し、夜になると宇宙に熱がにげていく

ので、最高温度と最低温度の差が大きく

なります。一方、１日中くもっていたり

雨がふっていたりすると、雲によって熱

の移動が十分に行われなくなるため、１

日の中での最高温度と最低温度の差が晴

れの日とくらべてとても小さくなりま

す。表の中で日の出のころの６時と14

時で気温をくらべると、１日目では1.5

℃しか差がないにもかかわらず、２日目

では８℃、３日目では９℃も差があるこ

とから、１日目はくもりか雨の天気で、

２日目と３日目はよく晴れていたと考え

られます。

（4）空全体の面積を10として、雲の量が

９〜10のときには『くもり』、２〜８の

ときは『晴れ』、０〜１のときは『快晴』と

することが決められています。

（5）１日中くもっていた日の平均気温が

15℃前後であることから、３月１日ご

ろや12月１日ごろのものではなく、１

日中晴れていた日の最高気温が22℃ぐ

らいになっていることから、９月１日ご

ろのものではないこともわかります。こ

れらのことから、答えはイの６月１日ご

ろであると推測されます。

（6）晴れの日は、日の出とともに地表に太

陽の熱が届き始め、そのあたたまった地

面が空気をあたためるため、太陽が南中

する時刻と気温が最も高くなる時刻には

およそ２時間ほどのずれが生じます。

2　豆電球の明るさについての問題

（1）図１のＡはフィラメントとよばれる

部分で、熱に強く電流の流れにくい金属

（主にタングステン）でできています。こ

の部分に電流が流れるとき、光と熱を出

します。

（2）図１のようにかん電池の＋極と−極

を導線でつなぐと、電流はかん電池の＋

極から出て、同じかん電池の−極にもど

るようなＣの向きに電流が流れます。

（3）図２の豆電球エをふくむ回路のよう
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に２個のかん電池をつなぐと、かん電池

の＋極どうしが向かい合っているために

電流が流れず、豆電球はつきません。

（4）　図２の豆電球イをふくむ回路のよう

に２個のかん電池をつなぐと、かん電池

が電流を流そうとする勢いが２倍に増え

ます。そのようなかん電池に２個の豆電

球がそれぞれ独立して接続されている

（これをへい列つなぎといいます）ため、

豆電球イには図１よりも大きな電流が流

れて、図１の豆電球より明るくつきます。

（5）　図２の豆電球アをふくむ回路は、１

個のかん電池に２個の豆電球がそれぞれ

へい列につながれていて、豆電球には図

１と同じ電流しか流れないため、図１の

豆電球と同じ明るさでつきます。図２の

豆電球ウをふくむ回路のように、２個の

かん電池の＋極どうしと−極どうしをそ

れぞれ接続したへい列つなぎにしても、

電流を流そうとする勢いはかん電池１個

と変わらないため、やはり図１の豆電球

と同じ明るさでつきます。

（6）　かん電池に流れる電流が図１よりも

少なければ、それだけかん電池は長持ち

するようになります。豆電球アをふくむ

回路では、へい列につながれた２個の豆

電球に流れる電流が合流しているため、

早く消えてしまいます。イの豆電球をふ

くむ回路では、大きな電流が流れる２個

の豆電球から合流した、とても大きな電

流がかん電池に流れるため、さらに早く

消えます。ウの豆電球をふくむ回路では、

それぞれのかん電池が１個ずつの豆電球

に電流を流していると考えれば、図１の

豆電球と同じ時間だけつくことがわかり

ます。これらのことから、豆電球がつく

ものの中で図１よりも長くついているも

のは『なし』ということになります。

3　太陽の動きについての問題

（1）地球は西から東の向きに、１日で１回

転するように自転しているため、空に見

られる太陽や星は時間とともに東から西

へ動いているように見えます。

（2）図２の記録を見ると、朝に太陽は少し

南にずれた東の地平線からのぼり、夕方

は少し南にずれた西の地平線にしずんで

います。このように太陽が動いて見え、

昼の長さが短くなるのは、冬至の日に近

い12月の終わりごろです。

（3）図２のＸが日の出の位置で、印は午前

７時から１時間おきにつけたものなの

で、太陽が南中したときにつけた印Ｚは、

11時と12時の間に書かれたものだとわ

かります。さらに、11時と12時の印の

間かくは２cm（＝20mm）で、点Ｚは11時

の記録から0.5cm（＝５mm）の場所にある

ことから、この点を書いたのは、60×
5
20＝15（分）だけ11時から経過した11時

15分になります。

（4）日本では東経135度を標準時子午線と

しており、ちょうどその線上に位置する

明石市では12時に太陽が南中すること

になります。また、地球が西から東へ自

転していることも考え合わせると、根室

市のように明石市より東の地域では12

時よりも前に、長崎市のように明石市よ

り西の地域では12時よりあとに南中す
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るとわかります。（3）で、この観察を行

なった場所での南中時刻が11時15分と

わかっているため、答えは明石市よりも

東の根室市になります。

（5）　この観察を行なった冬至の日のころ

は、朝方は北西の方角に、夕方は北東の

方角に長くかげがのびることから、かげ

の先たんが最も棒からはなれているイが

答えになります。太陽が真東からのぼり

真西にしずむ春分や秋分の日はウ、でき

るかげが短い夏至の日のころはアのよう

な曲線をえがきます。

4　もののとけ方についての問題

（1）100gの水にとけるホウ酸の量は、温

度が20℃・40℃・60℃…と上がっても、

とける量の増え方は規則正しくないた

め、ア、イ、ウのように直線で結ばれた

ものは正しくありません。したがって、

温度とともに増える量が大きくなるよう

に、なめらかな曲線で結ばれたエのグラ

フが正しいものとなります。

（2）かきまぜ方を変えたり、とかす固体の

粒を細かくしても、はやく水にとけるよ

うになるだけで、水にとける限界の量は

変わりません。

（3）表により、20℃の水が100gあるとき

には35.8gの食塩がとけるとわかるため、

水の量が150÷100＝1.5（倍）に増える

と、とける食塩の量も1.5倍に増え、

35.8×1.5＝53.7（g）になります。

（4）150gの水に53.7gの食塩をとかしたの

で、できた食塩水の重さは、150＋53.7

＝203.7（g）になります。

（5）水よう液の濃さ（濃度）は、水よう液全

体の重さに対するとけたものの重さを百

分率（％）で表したものなので、38.0gの

ホウ酸がとけた（100＋38＝）138gのホウ

酸水の濃さは、38÷138×100＝27.5…

より28%と求められます。

（6）表により、40℃の水が100gあるとき

には、ホウ酸が9.0gまでしかとけないた

め、80℃のときにとかした20gのホウ酸

のうち、20−9＝11（g）がとけきれずに

出てきます。このように、水温を下げる

ことによって、水にとけていた物質をき

れいな結晶として取り出すことを再
さい

結
けっ

晶
しょう

法
ほう

といいます。

（7）40℃の水200gには、9× 200
100 ＝18（g）

までホウ酸をとかすことができます。ま

た、80℃の水200gには、23.5× 200
100 ＝

47（g）までとかすことができます。そこ

で、水温が40℃のときの限界である18g

のホウ酸をとかした後に50gのホウ酸を

加えると、ビーカーの中にあるホウ酸は、

18＋50＝68（g）になります。ところが、

80℃にまで水温を上げてもホウ酸は47g

までしかとけないため、68−47＝21（g）

はとけきれずに出てきます。

（8）表により、80℃の水が100gあるとき

には、38.0gの食塩がとけて、100＋38

＝138（g）の飽和食塩水になります。水

の量を変えると、とける固体の量もそれ

に比例して変わるため、水温が変わるこ

とがなければ飽和食塩水の濃さは変わり

ません。このことにより、138gの飽和

ホウ酸水の中に38gのホウ酸がとけてい

るときは、同じ濃さの飽和ホウ酸水
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100g中には、38× 100
138 ＝27.5…より28

（g）のホウ酸がとけていることになりま

す。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点
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【
解　

説
】

　

�　

長は

谷せ

川が
わ

眞ま

理り

子こ

の
「
進
化
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
」
よ
り
出
題
し
ま
し

た
。

　

本
文
に
は
、
植
物
と
動
物
と
の
軍ぐ
ん

拡か
く

競
争
と
、
相そ
う

互ご

共
生
関
係
と
が
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
一　

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ�　

Ａ
の
前
に
は
植
物
の
側
か
ら
の
、
動
物
に
対
す
る
軍
拡
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
の
後
に
は
動
物
の
側
か
ら
の
軍

拡
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。対
の
内
容
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ�　

Ｂ
の
前
に
は
「
昆こ
ん

虫ち
ゅ
う

以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
こ
の
役
目
を

さ
せ
る
」
と
あ
り
、
Ｂ
の
後
に
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
「
鳥
に
受
粉

を
さ
せ
る
植
物
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ�　

Ｃ
の
後
に
は
「
…
…
保
証
が
な
い
か
ら
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
後

か
ら
理
由
を
あ
げ
る
場
合
に
は
「
な
ぜ
な
ら
」
を
使
い
ま
す
。

　

Ｄ�　

Ｄ
の
前
で
は
共
進
化
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
に
は
そ
れ
と

は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
内
容
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
話
題
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

問
二　

①
の
幼よ
う

虫ち
ゅ
う

は
「
パ
セ
リ
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
」
を
食
べ
る
幼
虫
で
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
「
キ
ア
ゲ
ハ
は
…
…
パ
セ
リ
や
ニ
ン
ジ
ン

を
食
べ
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
三　

ま
ず
、
植
物
の
軍
拡
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
「
植
物
も
さ
ま
ざ
ま

な
対た
い

抗こ
う

手し
ゅ

段だ
ん

を
編
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
と
い
う
毒
物
を
生
産
し
て
葉
に
た
く
わ
え
る
こ
と
で
す
」
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
動
物
の
ほ
う
は
、「
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
に
対
す

る
解
毒
剤ざ
い

を
発
明
す
る
も
の
が
出
て
き
ま
す
」
と
い
う
こ
と
と
、「
ア

ル
カ
ロ
イ
ド
が
葉
に
送
ら
れ
て
く
る
輸
送
ル
ー
ト
を
あ
ら
か
じ
め
断
つ

と
い
う
行
動
で
対
抗
し
た
」
と
い
う
こ
と
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
を
ま
と
め
る
と
解
答
に
な
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
四　
「
生
産
」
は
つ
く
る
こ
と
、「
消
費
」
は
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
利

用
す
る
こ
と
で
す
。

問
五　

本
文
に
は
「
そ
も
そ
も
花
び
ら
と
い
う
も
の
は
、
目
立
つ
よ
う
に

し
て
動
物
を
引
き
つ
け
る
た
め
の
看か
ん

板ば
ん

以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
す
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

問
六　

本
文
に
「
こ
の
行こ
う

為い

に
よ
り
、
植
物
と
鳥
と
の
相
互
共
生
関
係
は

く
ず
れ
、
鳥
が
一
方
的
に
花
の
蜜み
つ

を
搾さ
く

取し
ゅ

す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、鳥
が
ル
ー
ル
違い

反は
ん

を
お
か
す
前
の
、

本
来
の
関
係
を
「
相
互
共
生
関
係
」
と
い
う
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

問
七　

鳥
が
受
粉
作
業
を
お
こ
な
わ
ず
に
、「
蜜
の
あ
る
花
の
根
元
に
外

か
ら
穴あ
な

を
開
け
て
蜜
を
吸す

っ
て
し
ま
う
」
こ
と
を
ル
ー
ル
違
反
だ
と
い

う
の
で
す
が
、
も
と
も
と
蜜
と
い
う
の
は
「
受
粉
作
業
を
し
て
も
ら
う
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か
わ
り
に
花
が
昆
虫
に
与あ
た

え
て
い
る
報ほ
う

酬し
ゅ
う

」
で
し
た
。
な
に
も
せ
ず
に

「
報
酬
」
だ
け
を
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
「
ル
ー
ル
違
反
」
だ
と
い
う

の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
行
為
を
文
中
で
は
「
鳥
が
一
方
的
に
花
の
蜜
を

搾
取
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

問
八　

各
選せ
ん

択た
く

肢し

と
本
文
と
を
照
合
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
っ
て
、
鳥
や
花
の
進
化
を

説
明
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ�　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
鳥
の
ル
ー
ル
違
反
で
す
。
共
進
化
と

は
正
反
対
の
も
の
で
す
。

　

ウ�　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
鳥
の
た
め
に
花
が
自
分
を
か
え
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
共
進
化
と
い
い
ま
す
。

　

エ�　

こ
の
嘴
く
ち
ば
し

は
花
の
蜜
を
吸
う
の
に
つ
ご
う
よ
く
、
鳥
が
自
分
を
か
え

た
例
で
す
。こ
れ
は
鳥
の
側
か
ら
の
共
進
化
を
説
明
し
た
も
の
で
す
。

　

オ�　

こ
れ
は
「
軍
拡
競
争
」
の
例
で
す
。
共
進
化
と
は
正
反
対
の
も
の

で
す
。

問
九　

各
選
択
肢
と
本
文
と
を
照
合
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　

本
文
に
「
ど
う
し
て
、
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
、
種
ご
と
に
食
べ
る
植

物
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
は
ま
さ
に
、
食
う
、

食
わ
れ
る
、
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
進
化
的
軍
拡
競
争

の
結
果
な
の
で
す
」
と
あ
り
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

文
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

イ�　

こ
れ
も
本
文
の
「
植
物
が
動
物
を
引
き
寄
せ
、
自
分
た
ち
に
都
合

の
よ
い
よ
う
な
行
動
を
と
ら
せ
る
」
に
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ�　

本
文
に
は
「
植
物
に
と
っ
て
も
、
自
分
と
同
じ
種
の
花
し
か
訪お
と
ず

れ

な
い
相
手
を
確
保
す
る
の
は
有
利
で
し
ょ
う
」
と
、
正
反
対
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
文
の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

エ�　

本
文
に
「
花
の
蜜
を
吸
っ
て
暮く

ら
す
と
い
う
同
じ
暮
ら
し
方
を
採

用
す
る
と
…
…
」似
通
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

本
文
に
合
っ
て
い
ま
す
。

問
十　

本
文
の
前
半
で
は
「
軍
拡
競
争
」
が
説
明
さ
れ
、
後
半
で
は
「
相

互
共
生
関
係
」
や
「
共
進
化
」
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

竹た
け

内う
ち

真ま
こ
と

の
「
図
書
室
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
一　
ａ
は
立
ち
止
ま
る
よ
う
す
、
ｂ
は
声
に
出
す
よ
う
す
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

問
二　
「
屈く

っ

託た
く

」
と
は
心
配
す
る
こ
と
、
思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
を
表
し
ま

す
。

問
三　

本
文
に
「
そ
う
し
て
山
村
少
年
は
『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て　

い

る
ん
で
し
ょ
う
か
？
』
と
い
う
本
を
読
む
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
の
体

験
や
父
親
の
言
葉
と
相
ま
っ
て
、
忘わ
す

れ
ら
れ
な
い
本
に
な
っ
た
の
だ
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。
山
村
さ
ん
自
身
、
思
い
入
れ
の
あ
る
本
だ
っ
た
か

ら
、
す
ぐ
に
こ
の
本
が
出
て
き
た
の
だ
と
い
え
そ
う
で
す
。

問
四　

詩し

織お
り

は
「
あ
ら
…
…
」
と
い
っ
た
り
、
笑
い
出
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
は
げ
し
く
お
ど
ろ
い
た
り
が
っ
か
り
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
す
は

あ
り
ま
せ
ん
。
か
る
く
お
ど
ろ
き
つ
つ
、
あ
い
づ
ち
を
う
っ
て
い
る
の

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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問
五　

選せ
ん

択た
く

肢し

の
「
声
色
を
変
え
た
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
声
色

を
変
え
た
の
は
、
山
村
さ
ん
の
父
親
の
声
を
ま
ね
る
た
め
で
す
か
ら
、

父
の
言
葉
が
後
に
続
く
Ｂ
か
ら
声
色
を
変
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｃ
で
は
そ
の
ま
ま
声
色
を
変
え
て
い
ま
す
が
、Ｄ
か
ら
は
「
そ
れ
以
来
、

僕ぼ
く

は
…
…
」
と
自
分
自
身
の
声
に
戻も
ど

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
Ｂ
～
Ｄ

が
決
ま
り
ま
す
の
で
、
Ａ
に
は
そ
れ
と
関
係
の
な
い
選
択
肢
が
入
る
の

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
六　

念
を
お
す
こ
と
を
「
釘く
ぎ

を
さ
す
」
と
い
い
ま
す
。

問
七　

架か

空く
う

の
存そ
ん

在ざ
い

を
み
と
め
る
こ
と
で
、
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
、
子こ

供ど
も

は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
存
在
す
る
こ
と
で
、願
い
事
を
す
る
よ
ろ
こ
び
を
知
り
ま
し
た
し
、

大
人
は
子
供
の
た
め
に
サ
ン
タ
を
大
事
に
し
、
自
ら
サ
ン
タ
に
な
っ
た

り
も
し
ま
す
。
そ
し
て
、
サ
ン
タ
に
か
か
わ
る
思
い
出
を
つ
く
り
だ
し

た
り
も
し
ま
す
。
そ
れ
は
み
な
、架
空
の
存
在
を
み
と
め
る
こ
と
か
ら
、

新
し
い
世
界
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
サ
ン
タ
の
正
体
を
あ
ば

こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
架
空
の
世
界
を
大
事
に
す
る
こ
と
と
は
正
反
対

の
こ
と
で
す
。

問
八　
「
迂う

闊か
つ

」
と
は
不
注
意
な
さ
ま
を
表
す
こ
と
ば
で
す
。

　

�　

慣
用
句
の
知
識
で
す
。

　

①　

ひ
じ
ょ
う
に
近
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

②　

ま
っ
た
く
か
な
わ
な
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

③　

つ
め
た
い
態
度
を
と
る
よ
う
す
で
す
。

　

④　

口
が
た
っ
し
ゃ
な
よ
う
す
を
表
し
ま
す
。

　

⑤　

話
を
聞
こ
う
と
す
る
態
度
を
表
現
し
ま
す
。
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